
日野原重明医師、105 歳で逝去 

～長生きするヒントを日本に示唆～ 
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日野原重明氏は、多食や早期退職に警鐘を

ならし、健診を精力的に普及させた。常に階

段を昇るのを愉しみ、日本を世界有数の長寿

国のリーダーに押し上げた医師である。去る 7

月 18 日に東京で逝去した。 

医師自ら適切な生活習慣で健康を管理する

信条を実践し、105 歳まで生きた。聖路加国際

大学名誉学長と聖路加国際病院の名誉院長を

併任し、病院によると死因は呼吸不全であっ

たとされる。 

政府の菅義偉内閣官房長官は、氏は日本の

医学を確立した一人であると述べた。 

 

氏が生まれた 1911 年当時、日本人の平均寿

命は 40 歳を越えず、氏は１日も無駄にするこ

となく、長年地道に努力を続けたのである。 

日野原氏は第二次世界大戦中、東京大空襲

の被害者に奉仕活動を行った。1970 年、日本

赤軍のテロリストが民間航空機をハイジャッ

クした際には人質に。カルト集団による地下

鉄有毒ガス事件では、被災者 640 人を救命で

きた（犠牲者は 1名のみ）。その理由は、地

震などの大規模災害に対して、病院があらか

じめ準備を行っていたからである。 

また、88 歳のときには、子供のためのミュ

ージカルを書き下ろし、101 歳で本がベストセ

ラーとなった。近頃はゴルフも嗜み、数ヶ月

前まで患者の診療にあたり、手帳には 5年以

上先の約束も記載していたのである。 

1950 年代初頭、日野原氏は年に一度行う完

全な健診制度「人間ドック」を先駆けて開始

し、パイオニアに。健診により日本人の平均

寿命が延びた。現在日本で０歳女性の平均余

命は 87 歳、男性は 80 歳となっている。 

1970 年代には、脳卒中と心臓病に関して大

別する概念を示した。つまり、成人で治療が

必要で避けられない疾病の場合と、生活習慣

に起因する高頻度で予防可能な場合である。 

患者は個人として治療されるべきであると

強調した。医師は、病気と同様に患者すべて

を完全に理解する必要があり、特に終末期医

療では緩和ケアを優先して考えるべきである

と議論を深めた。 

健康維持のために、最低限課すべきポイン

トを示している。推奨されるものとして、肥

満を避ける、階段を登る（ご自身は常に階段

を使い、２段ずつ登っていた）、自分の荷物

を運ぶなどが挙げられよう。 

 

＜退職は遅く、健診を受け、人生を楽しもう＞ 

医師がすべてを治すことはできないと理解

すべきであろう。音楽や動物との触れ合いに

は有益な効用がみられ、過小評価すべきでは

ない。いずれも、治療効果が認められる。退

職について考えず、どうしても退職が必要な

ら、65 歳以降としたい。そして、苦しいこと

を考えるより、自分自身を愉しむことを優先

したいものである。 

「子供がそうであるように、私たちは皆、

どのような状況で、寝食を忘れて自身を楽し

ませることができるのかわかっている」と、

氏はよく語っていた。「大人になってもこの

ように楽しめる自分を続けられると信じた

い。これが、昼食や就寝のときのように、い

ろいろな規則に縛られず、身体を疲れさせな

い、最良の方法なのです」と。 

日野原氏は体重を 130 ポンド(59kg)に維持

していた。食事は質素であり、朝食はコーヒ

ー、ミルク、オリーブオイルをスプーン１杯

入れたオレンジジュース。昼食はミルクと数

枚のビスケット、夕食は野菜と魚を切り身、

ご飯であった（週２回は赤身肉を 3.5 オンス

(100g)を摂取していた）。 

 

日野原氏は 1911 年 10 月 4 日、西日本の山

口県で出生。かかりつけ医が母の命を助けた

ことから医学を目指すことに。父はデューク

大学で学んだメソディストの神父であった。 

「大きな夢を持ち、勇気をもって実現する

ように」と父から助言を受けたと、氏はアジ

ア太平洋ホスピス緩和会議で触れた。「夢

は、あなたが生きている間に成就しないかも

しれない、しかし、積極的な挑戦を忘れては

ならない。そうすると、あなたは成功に導か

れるであろう」。 

氏は京都帝国大学医学部を 1937 年に卒業し

た。（後にアトランタのエモリー大学に１年



間留学）。20 世紀初頭、宣教師によって設立

された聖路加国際病院で 1941 年から働き始

め、1992 年には院長に就任した。 

1970 年、医学会へ空路で移動している際、

搭乗していた飛行機が、刀とパイプ爆弾で武

装した超共産主義者にハイジャックされた。

犯人が乗客を解放し北朝鮮に亡命するまで、

人質 130 名は 4日間、高温(100F,37.8℃)の環

境に閉じ込められた。 

「私は生かされたものと気付いた」と後に

語っている。「そのため、私の命は他の人々

に捧げなければ」と。 

実際に、家族を支えた 60 年間の後には、人

生をほぼボランティア活動に捧げてきた。 

2000 年、バスカグリア著の書籍「葉っぱの

フレディ」のミュージカル化を思いついた。

そして、日本での公演後、ニューヨークのオ

フブロードウェイでも公演されることに。日

本語の書籍を多数出版し、2001 年の「生き方

上手」はミリオンセラーとなった。 

数ヶ月前まで、１日 18 時間も仕事を続けて

おり、杖を用いて１日に 2000 歩以上歩いてい

た。３月には、食べられなくなり入院に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことに。しかし、チューブ栄養を断って退院

し、その後自宅で永眠したのである。 

氏は人生の展望について、ロバート・ブラ

ウニングの詩「Abt Vogler」、特に次の一節

から影響を受けたと語っていた。（原文） 

There shall never be one lost good !  

What was, shall live as before; 

The evil is null, nought,  

is silence implying sound; 

What was good shall be good, with, 

 for evil, so much good more; 

On the earth the broken arcs;  

in the heaven a perfect round. 

この詩によって何が引き起こされたのか？

かつて次のように説明したことが。「描かれ

た円があまりに大きいため、一部の弧だけが

見えた」と。全体を見るためには？ 「自分

が生きている間には、全体を認識できない」

と日野原氏はコメントしたのである。 

写真 1: 2015 年 9 月、東京で日野原氏。 

写真 2: 日野原氏(右)、明仁天皇と(2006)。

101 歳で執筆した書籍がベストセラーに。 

（訳･文責 ｢新老人の会｣徳島支部 板東 浩） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


